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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水３０～７０重量％、炭素数２～３の１価のアルコール５～３５重量％、沸点が２０～９
０℃である、ハイドロフルオロエーテルおよび炭化水素から選ばれる少なくとも１種の溶
剤０．１～５重量％ならびにジメチルエーテル２０～５０重量％を含有する噴霧用エアゾ
ール組成物。
【請求項２】
噴霧粒子の平均粒子径が、２０～５０μｍである請求項１記載の噴霧用エアゾール組成物
。
【請求項３】
溶剤が、ハイドロフルオロエーテルである請求項１または２記載の噴霧用エアゾール組成
物。
【請求項４】
エアゾール組成物が均一に溶解している請求項１～３のいずれかに記載の噴霧用エアゾー
ル組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、噴霧用エアゾール組成物に関する。詳細には、揮発性有機化合物を大量に用
いることなく、噴霧粒子の粒子径を小さくすることができる噴霧用エアゾール組成物に関
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する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヘアスプレーや空間用消臭剤などの噴霧用エアゾール組成物は、エタノールを主
溶媒とする原液と、液化石油ガスやジメチルエーテルなどの液化ガスとからなり、エアゾ
ール組成物を大気中に放出すると液化ガスが気化し、原液は非常に細かな霧になって頭髪
に均一に付着する、空間で広く拡散するなどの優れた効果が得られるものであった。また
、噴射された霧（以下、噴霧粒子）も揮発しやすいため、乾燥性が高く、優れた使用感が
得られるものであった。
【０００３】
　一方、エタノール、液化石油ガス、ジメチルエーテル等の揮発性有機溶剤は、環境への
負荷が問題になっている。そこで、エタノールの一部または全部を水に置き換え、さらに
液化ガスの配合量を少なくしたエアゾール組成物が検討されている（たとえば、特許文献
１、２参照）。
【０００４】
　特許文献１には、（ａ）２～１０重量％のポリマー、（ｂ）中和剤、（ｃ）０～５５重
量％のアルコール、（ｄ）０～５重量％の補助剤、（ｅ）０～３５重量％の噴射剤、（ｆ
）１００重量％までの水を含むヘアスプレー組成物が開示されている。また、スプレーの
粒径が１０５μｍ未満、好ましくは４０～１００μｍであることが開示されている。
【０００５】
　特許文献２には、（ａ）低級アルコール５～５０重量％、（ｂ）水１５～７０重量％、
（ｃ）皮膜形成ポリマー１～１５重量％、（ｄ）シリコンワックス０．１～３重量％を含
有するヘアセット剤組成物が開示されており、噴射剤を含有したエアゾールスプレーも開
示されている。また、スプレー様式を改善するために、可溶化剤としてノルマルペンタン
やイソペンタンなどの炭素数５～９のアルカンを５～２５重量％配合しても良いことが開
示されている。
【０００６】
　しかし特許文献１のように、水の配合量を多くし、液化ガスの配合量を少なくした場合
は噴霧粒子が粗くなるため、頭髪に噴射すると頭髪全体が濡れやすく使用感が悪くなると
いう問題があった。また空間に噴射した場合は噴霧粒子が速く落下するため拡散性が悪く
なるなど、性能が低下しやすいものであった。
【０００７】
　また、特許文献２には、スプレー様式を改善するためにノルマルペンタンやイソペンタ
ンなどの炭素数５～９のアルカンを配合しているが、その配合量が多いため、前記アルカ
ンがエアゾール組成物の上層で分離するという問題があった。また、該組成物を噴射する
と、アルカンを多く配合しているため、噴霧粒子の揮発が速く、乾燥時間が短くなるもの
の、噴霧粒子が微細化される効果は得られないものである。
【０００８】
　したがって、液化ガスの配合量を少なくしても、充分な乾燥性、使用感が得られるエア
ゾール組成物については未だないのが現状である。
【０００９】
【特許文献１】特表平１０－５１１９４９号公報
【特許文献２】特開平８－３４７１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、揮発性有機化合物を大量に用いることなく、霧を細かくすることができる噴
霧用エアゾール組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　すなわち、本発明は、水３０～７０重量％、炭素数２～３の１価のアルコール５～３５
重量％、沸点が２０～９０℃である、ハイドロフルオロエーテルおよび炭化水素から選ば
れる少なくとも１種の溶剤０．１～５重量％ならびにジメチルエーテル２０～５０重量％
を含有する噴霧用エアゾール組成物に関する。
【００１２】
　噴霧粒子の平均粒子径が、２０～５０μｍであることが好ましい。
【００１３】
　溶剤が、ハイドロフルオロエーテルであることが好ましい。
【００１４】
　エアゾール組成物が均一に溶解していることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、沸点が２０～９０℃である、ハイドロフルオロエーテルおよび炭化水素から
選ばれる少なくとも１種の溶剤を少量添加することで、水の配合量が多く、かつ、ジメチ
ルエーテルの配合量が少ないエアゾール組成物であるにもかかわらず、揮発性有機化合物
の配合量を増加させることなく噴霧粒子の粒子径を細かくすることができるものである。
また、液化ガスの配合量を減少することができるため、環境への負荷が小さいものである
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明は、水３０～７０重量％、炭素数２～３の１価のアルコール５～３５重量％、沸
点が２０～９０℃であるハイドロフルオロエーテルおよび炭化水素から選ばれる少なくと
も１種の溶剤０．１～５重量％ならびにジメチルエーテル２０～５０重量％を含有する噴
霧用エアゾール組成物に関する。
【００１７】
　水は、環境への負荷を低減させる、燃焼性を低下させる、有効成分の溶媒などの目的で
用いられ、たとえば、精製水、イオン交換水、生理食塩水、海洋深層水などがあげられ、
特に限定されるものではない。
【００１８】
　前記水の配合量は、３０～７０重量％であり、４０～６０重量％であることが好ましい
。水の配合量が３０重量％未満であると前述の効果が得られにくくなる傾向があり、７０
重量％よりも多くなると噴霧粒子が微細化されにくい、乾燥性が悪くなる、など使用感が
低下しやすい傾向がある。
【００１９】
　炭素数２～３の１価のアルコールは、有効成分の溶媒としてだけではなくハイドロフル
オロエーテルや炭化水素の溶解補助剤、乾燥性を速くして使用感を向上させる、などの目
的で用いられる。
【００２０】
　炭素数２～３の１価のアルコールとしては、たとえば、エタノール、イソプロパノール
などがあげられ、これらの中でも噴霧粒子の乾燥性がより優れている点からエタノールが
好ましい。
【００２１】
　前記１価のアルコールの配合量は、５～３５重量％であり、８～３０重量％であること
が好ましい。１価のアルコールの配合量が５重量％未満であるとハイドロフルオロエーテ
ルや炭化水素が分離しやすく、噴霧粒子を微細化する効果が得られにくい傾向があり、３
５重量％より多くなると燃焼性が高くなる傾向がある。
【００２２】
　前記沸点が２０～９０℃である、ハイドロフルオロエーテルおよび炭化水素から選ばれ
る少なくとも１種の溶剤は、噴霧粒子を微細化する、乾燥性を速くする、など使用感を向
上させる目的で用いられる。
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【００２３】
　溶剤の沸点は、２０～９０℃であるが、５０～８０℃であることが好ましい。沸点が２
０℃未満または９０℃を超える溶剤を用いた場合は、後述する少ない配合量で噴霧粒子を
微細化する効果が得られにくい傾向がある。
【００２４】
　ハイドロフルオロエーテルとしては、たとえば、メチルパーフルオロブチルエーテル（
沸点６１℃）、エチルパーフルオロブチルエーテル（沸点７６℃）などがあげられ、炭化
水素としては、たとえば、ノルマルペンタン（沸点３６．１℃）、イソペンタン（沸点２
７．９℃）、ノルマルヘキサン（沸点６８．７℃）、イソヘキサン（沸点６０．３℃）な
どがあげられる。
【００２５】
　これらの中でも、特に噴霧粒子を微細化する効果が高く、火気に対する安全性が高い点
から、ハイドロフルオロエーテルを用いることが好ましく、沸点が５０～８０℃であるハ
イドロフルオロエーテルを用いることがより好ましい。
【００２６】
　前記溶剤の配合量は、０．１～５重量％であり、０．３～３重量％であることが好まし
い。前記溶剤の配合量が０．１重量％未満であると前述の効果が得られにくい傾向があり
、５重量％より多くなるとエアゾール組成物が分離しやすく、噴霧粒子の大きさがばらつ
きやすくなる傾向がある。
【００２７】
　ジメチルエーテルは霧状で噴射するための噴射剤として用いられる。
【００２８】
　ジメチルエーテルの配合量は、２０～５０重量％であり、２５～４５重量％であること
が好ましく、２５～４０重量％であることがより好ましい。ジメチルエーテルの配合量が
２０重量％未満であると霧状に噴射できなくなり、５０重量％より多くなると環境への負
荷が大きくなる傾向があり、さらに、前記溶剤による噴霧粒子を微細化する効果が得られ
にくくなる傾向がある。
【００２９】
　また、本発明の噴霧用エアゾール組成物には、用途や目的などに応じて有効成分を配合
することができる。
【００３０】
　前記有効成分としては、化粧品、医薬品、医薬部外品、家庭用品などのエアゾール製品
に使用しているものを用いることができ、たとえば、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、
ビニルピロリドン・酢酸ビニル共重合体（ＰＶＰ／ＶＡ）などのノニオン性樹脂；ジアル
キルアミノエチル（メタ）アクリレート・（メタ）アクリル酸アルキルエステル共重合体
、酢酸ビニル・クロトン酸共重合体、Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアンモニウム－α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン・メタクリル酸アルキルエステル共
重合体、アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロキシプロピル・メタクリル酸ブチ
ルアミノエチル共重合体などの両性樹脂；アクリル酸アルカノールアミン、アクリル酸ア
ルキル共重合体、アクリル酸アルキル共重合体エマルジョン、アクリル酸・アクリル酸ア
クリルアミド・アクリル酸エチル共重合体、アクリル酸アルキル・メタクリル酸・シリコ
ーン共重合体、アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸エステル共重合体、酢酸ビニル・
クロトン酸共重合体、クロトン酸・酢酸ビニル・ネオデカン酸ビニル共重合体、ポリウレ
タンなどのアニオン性樹脂、ポリビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタ
クリル酸共重合体ジエチル硫酸塩などのカチオン性樹脂などの皮膜形成樹脂、流動パラフ
ィン、流動イソパラフィン、スクワラン、スクワレンなどの炭化水素；ミリスチン酸イソ
プロピル、オクタン酸セチル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピ
ル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン酸デシル、ステアリン酸イソセチル、イソステア
リン酸イソセチル、セトステアリルアルコール、アジピン酸ジイソブチル、セバシン酸ジ
イソプロピル、セバシン酸ジ－２－エチルヘキシル、ミリスチン酸－２－ヘキシルデシル
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、パルミチン酸－２－ヘキシルデシル、アジピン酸－２－ヘキシルデシル、コハク酸ジエ
トキシエチル、リンゴ酸ジイソステアリルなどのエステル油；オクタメチルシクロテトラ
シロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン
、メチルシクロポリシロキサン、テトラヒドロテトラメチルシクロテトラシロキサン、オ
クタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、メチルポリシロキサン、メチ
ルハイドロジェンポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサンなどのシリコーンオイ
ル、ジメチコンクロスポリマー、ジメチコン・ビニルジメチコンクロスポリマー、ジメチ
コン・フェニルジメチコンクロスポリマー、ジメチコン・コポリオールクロスポリマーな
どのシリコーンエラストマーや高重合メチルポリシロキサンなどのシリコーン；アボガド
油、ツバキ油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、アマニ油、
サフラワー油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、大豆油などの植物油；ラウリン酸、ミリス
チン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘニン酸、オレイン酸、イソステアリン酸、リ
ノール酸、リノレイン酸などの脂肪酸；ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セ
チルアルコール、ステアリルアルコール、アラキルアルコール、ベヘニルアルコール、ラ
ノリンアルコールなどの高級アルコール；ビーズワックス（ミツロウ）、合成ワックス、
パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、ホホバワックス、ポリエチレンワ
ックス、ラノリン、酢酸ラノリン、キャンデリラロウ、カウナウバロウ、鯨ロウ、モンタ
ンロウなどのワックス（ロウ）類などの油性成分、パラアミノ安息香酸、アントラニル酸
メチル、サリチル酸オクチル、サリチル酸フェニル、サリチル酸メチル、パラメトキシケ
イ皮酸イソプロピル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、パラメトキシケイ皮酸２－エチル
ヘキシル、ジパラメトキシケイ皮酸モノー２－エチルヘキサン酸グリセリル、２，４－ジ
ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロ
キシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン－５－スルホン酸ナトリウムなどの紫外線吸収剤、サリチル酸メチル、イン
ドメタシン、ピロキシカム、フェルビナク、ケトプロフェン、イブプロフェンなどの消炎
鎮痛剤、アラントイン、グリチルレチン酸、アズレンなどの抗炎症剤、塩酸ジブカイン、
塩酸テトラカイン、塩酸リドカイン、リドカインなどの局所麻酔剤、ジフェンヒドラミン
、塩酸ジフェンヒドラミン、マレイン酸クロルフェミラミンなどの抗ヒスタミン剤、クロ
タミトン、尿素などの鎮痒剤、トルナフテート、硝酸ミコナゾール、硝酸エコナゾール、
硝酸オキシコナゾールなどの抗真菌剤、ｌ－メントール、カンフル、ハッカ油などの清涼
剤、アルミニウムクロロハイドレート、アラントインアルミニウムクロロハイドレート、
硫酸アルミニウムカリウム、酸化亜鉛等の制汗剤、酸化亜鉛、アラントインヒドロキシア
ルミニウム、タンニン酸、クエン酸、乳酸などの収斂剤、ジエチルトルアミド（ディート
）などの害虫忌避剤、ヒアルロン酸、カロニン酸、コンドロイチン酸、ムコイチン硫酸、
アテロコラーゲン、コレステリル－１２－ヒドロキシステアレート、乳酸ナトリウム、ｄ
ｌ－ピロリドンカルボン酸塩、可溶性コラーゲン、ジグリセリン（ＥＯ）ＰＯ付加物、イ
サイヨバラ抽出物、セイヨウノキギリソウ抽出物、メリロート抽出物、トサカ抽出液など
の保湿剤、アスコルビン酸、α－トコフェロール、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチル
ヒドロキシアニソールなどの酸化防止剤、安息香酸、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、
パラオキシ安息香酸エステル、パラクロルメタクレゾール、ヘキサクロロフェン、塩化ベ
ンザルコニウム、塩化クロルヘキシジン、トリクロロカルバニリド、フェノキシエタノー
ルなどの殺菌・防腐剤、レチノール、パルミチン酸レチノール、イノシット、塩化ピリド
キシン、ニコチン酸ベンジル、ニコチン酸アミド、ニコチン酸ｄｌ－α－トコフェロール
、アスコルビン酸リン酸マグネシウム、ビタミンＤ２（エルゴカシフェロール）、ｄｌ－
α－トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、パントテン酸、ビオチンなどのビ
タミン類、アルギニン、アスパラギン酸、シスチン、システイン、メチオニン、セリン、
ロイシン、トリプトファンなどのアミノ酸、ドクダミエキス、オウバクエキス、カンゾウ
エキス、シャクヤクエキス、ヘチマエキス、キナエキス、クララエキス、サクラソウエキ
ス、バラエキス、レモンエキス、アロエエキス、ユーカリエキス、セージエキス、茶エキ
ス、海藻エキス、プラセンタエキス、シルク抽出液などの抽出液、合成香料、天然香料な
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どの香料、などがあげられる。
【００３１】
　前記有効成分の配合量は、０．１～２０重量％であることが好ましく、０．５～１０重
量％であることがさらに好ましい。有効成分の配合量が０．１重量％未満であると有効成
分の濃度が低く所望の効果を得るには使用量が多くなる傾向があり、２０重量％より多く
なると有効成分の濃度が高くなりすぎ、エアゾールバルブや噴射部材で詰まりやすくなる
などの問題が生じやすい。
【００３２】
　さらに、使用感を向上させるなどの目的で補助成分を配合しても良い。前記補助成分と
しては、たとえば、炭素数が３～４個の低級炭化水素、界面活性剤、多価アルコール、水
溶性高分子、パウダーなどがあげられる。
【００３３】
　炭素数が３～４個の炭化水素は、エアゾール組成物の圧力を調整する、噴射の勢いを調
整するなどの効果があり、たとえば、プロパン、ノルマルブタン、イソブタンなどがあげ
られる。
【００３４】
　炭化水素を配合する場合の配合量は０．１～５重量％であることが好ましく、０．３～
３重量％であることがより好ましい。配合量が０．１重量％未満であると前述の効果が得
られにくい傾向があり、５重量％よりも多くなるとエアゾール組成物の上層で分離しやす
い傾向がある。
【００３５】
　界面活性剤としては、たとえば、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステ
ル、ジ、トリ、テトラ、ヘキサ、デカなどのポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポ
リオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキ
ルエーテル、ポリオキシエチレンヒマシ油・硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンラノリン
・ラノリンアルコール・ミツロウ誘導体、ポリオキシエチレンアルキルアミン・脂肪酸ア
ミドなどの非イオン型界面活性剤；アルキル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、脂肪酸石
鹸、α－オレフィンスルホン酸塩などのアニオン型界面活性剤；アルキルアンモニウム塩
、アルキルベンジルアンモニウム塩などのカチオン型界面活性剤；酢酸ベタイン、レシチ
ンなどの両性型界面活性剤；ポリアルキルビニルピリジニウム、アルキルフェノールポリ
マー誘導体、スチレン・マレイン酸重合物誘導体、アルキルビニルエーテルとマレイン酸
の共重合物などの高分子型界面活性剤；ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重
合体、ポリオキシプロピレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリ（オキシエチレン・
オキシプロピレン）・メチルポリシロキサン共重合体などのシリコーン系界面活性剤など
があげられる。
【００３６】
　多価アルコールとしては、たとえば、エチレングリコール、プロピレングリコール、１
，３－ブチレングリコール、グリセリン、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコー
ルなどがあげられる。
【００３７】
　水溶性高分子としては、たとえば、ゼラチン、寒天、カゼイン、デキストリン、ペクチ
ン、デンプン、カルボキシメチルデンプン、コラーゲン、変性ポテトスターチ、アルギン
酸ナトリウム、ポリアクリル酸ナトリウム、カラギーナン、カルボキシビニルポリマー、
メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、ニトロセルロース、結晶セルロース、キサンタンガムなどがあげられる。
【００３８】
　パウダーとしては、たとえば、ジメチコン・ビニルジメチコンクロスポリマー、ジメチ
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コン・ビニルジメチコン・メチコンクロスポリマー、ポリメチルシルセスキオキサン、疎
水性ビニルポリマーなどのシリコーンパウダー；タルク、カオリン、無水ケイ酸、酸化チ
タン、酸化亜鉛、ゼオライトなどの無機粉体；コーンスターチ、デンプン、シルク末など
の有機粉体；ポリエチレン末、ナイロン末、架橋ポリエチレンなどの合成高分子粉体など
があげられる。
【００３９】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物は、前記組成からなることにより、分離することなく
、均一に溶解しているものを常に均一な組成で噴霧することができ、噴霧粒子が微細化さ
れる効果が得られやすい点から好ましいが、溶剤が下層に分離し、攪拌することで均一に
なるものであっても良い。具体的には、通常に使用する噴霧時間より長く、たとえば３秒
以上、さらには５秒以上均一であり、その後にゆっくり分離するものであれば良い。
【００４０】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物の製造方法は、まず、有効成分や補助成分などを、水
、低級アルコール、またはアルコール水溶液に配合し、さらに溶剤を配合して、水性原液
を調製する。エアゾール用耐圧容器に水性原液を充填してエアゾールバルブを固着し、次
いでジメチルエーテルを充填する。密封したエアゾール容器内で水性原液とジメチルエー
テルとを混合させる。なお、バルブを固着する前にジメチルエーテルをアンダーカップ充
填してもよく、また、溶剤とジメチルエーテルとを予め混合しておき、混合物を充填して
も良い。
【００４１】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物は、エアゾールバルブのステムに装着している噴射部
材を押し下げる等してエアゾールバルブを開放すると、エアゾール容器の底部近辺に開口
するバルブのチューブ下端から導入されて、噴霧部材へ移動し、噴射部材の噴射孔から霧
状に噴射される。
【００４２】
　なお、エアゾールバルブとしてはジメチルエーテルの配合量を２０～４０重量％と少な
くする場合は、ハウジングにベーパータップ孔を備えていないものを用いることが好まし
く、噴射部材としては噴射孔がφ０．３～０．５ｍｍであるものが好ましい。なお、本発
明の噴霧用エアゾール組成物は、ベーパータップ孔を備えていないバルブを用いても噴霧
粒子を微細化できる効果を有する。
【００４３】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物からなる噴霧粒子の粒子径は、２０～５０μｍである
ことが好ましく、２５～４５μｍであることがより好ましい。噴霧粒子の粒子径が２０μ
ｍ未満であると付着しにくく飛散しやすくなる傾向があり、５０μｍをこえると噴霧対象
面が濡れすぎて使用感が悪くなる、空間に噴霧した場合は噴霧粒子の落下が速く、拡散性
が低下する傾向がある。
【００４４】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物は、スタイリング剤、トリートメント剤、プロテクト
剤などのヘアスプレー、消炎鎮痛剤、鎮痒剤、殺菌消毒剤、害虫忌避剤、制汗剤、清涼剤
、化粧水などの人体用スプレー、芳香剤、消臭剤などの空間用スプレーなどに用いること
ができる。
【実施例】
【００４５】
　以下、実施例によって本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるもの
ではない。
【００４６】
（試験方法）
＜エアゾール組成物の外観＞
　耐圧容器を２５℃に調整した恒温水槽中に１時間保持し、エアゾール組成物の外観を下
記評価基準にて評価した。
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下層分離１：ハイドロフルオロエーテルが下層に分離しているが、容器を上下に振ると容
易に均一になり、さらに５秒以上均一であり、その後ゆっくりと分離する。
下層分離２：ハイドロフルオロエーテルが下層に分離しており、容器を上下に振っても均
一になりにくく、３秒以内に分離する。
上層分離１：ジメチルエーテルが上層に分離しており、容器を上下に振っても均一になり
にくく、３秒以内に分離する。
上層分離２：イソペンタンまたはイソヘキサンが上層に分離しており、容器を上下に振っ
ても均一になりにくく、３秒以内に分離する。
【００４７】
＜噴射状態の確認＞
　耐圧容器を２５℃に調整した恒温水槽中に１時間保持し、エアゾール組成物を３秒間噴
射して噴射状態を下記評価基準にて評価した。
○：スプレーパターンは大きく拡がり、霧状に噴射された。さらに噴霧状態は変化せず、
安定であった。
△：スプレーパターンの拡がりは小さいが、霧状に噴射された。
×１：スプレーパターンは大きく拡がり霧状に噴霧されたが、噴霧状態に変化が見られた
。
×２：スプレーパターンはほとんど拡がらずに、棒状に噴射された。
【００４８】
＜平均粒子径の測定＞
　耐圧容器を２５℃に調整した恒温水槽中に１時間保持し、粒度分布測定装置（東日コン
ピュータアプリケーションズ（株）製）を用いて噴霧粒子の平均粒子径を測定した。
【００４９】
実施例１～１１、比較例１～５
　表１に示す組成の、水、エタノール、メチルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－６１
、スリーエム製、沸点６１℃）からなる水性原液を透明なガラス製耐圧容器に充填し、該
耐圧容器の開口部にエアゾールバルブを固着し、次いで表１に示す量のジメチルエーテル
（ＤＭＥ）を充填した。なお、エアゾールバルブはステム孔がφ０．４５ｍｍ、ハウジン
グの下孔がφ１．０ｍｍ、ベーパータップ孔を備えていないものを用い、噴射部材は噴射
孔がφ０．４ｍｍであるものを用いた。得られたエアゾール組成物の評価結果を表８に示
す。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
実施例１２～１４、比較例６
　メチルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－６１、スリーエム製、沸点６１℃）をエチ
ルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－７６、スリーエム製、沸点７６℃）に変更し、表
２に示す組成にした以外は、実施例１と同様にしてエアゾール組成物を得た。得られたエ
アゾール組成物の評価結果を表８に示す。
【００５２】
【表２】

【００５３】
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実施例１５、比較例７
　メチルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－６１、スリーエム製、沸点６１℃）をイソ
ペンタン（沸点２７．９℃）に変更し、表３に示す組成にした以外は、実施例１と同様に
してエアゾール組成物を得た。得られたエアゾール組成物の評価結果を表９に示す。
【００５４】
【表３】

【００５５】
実施例１６、比較例８
　メチルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－６１、スリーエム製、沸点６１℃）をイソ
ヘキサン（沸点６０．３℃）に変更し、表４に示す組成にした以外は、実施例１と同様に
してエアゾール組成物を得た。得られたエアゾール組成物の評価結果を表９に示す。
【００５６】

【表４】

【００５７】
比較例９
　メチルパーフルオロブチルエーテル（ＣＦ－６１、スリーエム製、沸点６１℃）をプロ
パン（沸点－４２．１℃）、イソブタン（沸点ー１１．７℃）、ノルマルブタン（沸点０
．５℃）の混合物（ＬＰＧ、２０℃での蒸気圧０．３９ＭＰａ）に変更した以外は、実施
例２と同様にしてエアゾール組成物を得た。得られたエアゾール組成物の評価結果を表９
に示す。
【００５８】
【表５】

【００５９】
比較例１０～１３
　組成比を表６に示す組成に変更した以外は、実施例１と同様にしてエアゾール組成物を
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得た。得られたエアゾール組成物の評価結果を表９に示す。
【００６０】
【表６】

【００６１】
比較例１４、１５
　組成比を表７に示す組成に変更し、ジメチルエーテルを配合せず、窒素ガスを充填した
以外は、実施例１と同様にしてエアゾール組成物を得た。得られたエアゾール組成物の評
価結果を表９に示す。
【００６２】
【表７】

【００６３】
実施例１７
　エタノールをイソプロパノールに変更した以外は実施例１と同様にしてエアゾール組成
物を得た。得られたエアゾール組成物は、実施例１と同様の評価結果が得られた。
【００６４】
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【表８】

【００６５】
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【表９】

【００６６】
　本発明の噴霧用エアゾール組成物をヘアスプレー、デオドラントスプレー、芳香剤とし
て用いる場合の処方例を示す。
【００６７】
処方例１（ヘアスプレー）
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０
　有効成分（＊１）　　　　　　　　　　　　５．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　９．０
　メチルパーフルオロブチルエーテル　　　　１．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　４０．０
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（重量％）
【００６８】
処方例２（ヘアスプレー）
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０
　有効成分（＊１）　　　　　　　　　　　　５．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　１４．０
　メチルパーフルオロブチルエーテル　　　　１．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　４０．０
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（重量％）
（＊１）（アクリル酸オクチルアミド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブ
チルアミノエチル）コポリマーＡＭＰ
【００６９】
処方例３（デオドラントスプレー）
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　４２．０
　パラフェノールスルホン酸亜鉛　　　　　　１．０
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
　ＰＯＥ－６０水添ヒマシ油　　　　　　　　１．０
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　１９．０
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　メチルパーフルオロブチルエーテル　　　　１．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　３５．０
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（重量％）
【００７０】
処方例４（芳香剤）
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　４２．５
　ＰＰＧ－６デシルテトラデセス－３０　　　１．０
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　９．０
　イソペンタン　　　　　　　　　　　　　　１．０
　ジメチルエーテル　　　　　　　　　　　４５．０
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（重量％）
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